
    

様式様式様式様式 CCCC----7777----2222    

自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書自己評価報告書    

 

平成 21 年 5 月 11 日現在 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・細目：社会医学・衛生学 
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１．研究計画の概要 

血管内皮細胞由来の一酸化窒素合成酵素

（NOS）は L-arginine を基質とし、一酸化窒

素（NO）を生成する。NO は、様々な機能が発

見され、血管の機能維持に重要な役割をはた

しており、抗動脈硬化的に働いていると考え

られている。 

NOS 遺伝子プロモーター領域にある T－786C

遺伝子多型（転写開始点より 786 塩基上流に

あるチミンのシトシンへの置換）は、心筋梗

塞、冠動脈攣縮との関連があると報告されて

おり、動脈硬化症との関連性が国内・外の研

究により強く示唆されている。 

 しかし、NOS 遺伝子多型（T-786C 遺伝子多

型）の動脈硬化症発症への関与が指摘されな

がら、実施されてきた研究は、症例対照研究

によるものがほとんどであり、動脈硬化症予

防に関する介入研究は見られない。そこで、

動脈硬化症予防に関する NOS 遺伝子多型を考

慮した職域集団における介入研究を実施し、

より有効な動脈硬化予防プログラムを開発

することを本研究の目的としている。 

 

２．研究の進捗状況 

某事業所の従業員を対象に、大動脈脈波伝

播速度の測定により、軽度の動脈硬化有りと

判定された対象者をこれまでの研究期間に

おける累積で 44 名選んだ。対象者を情報提

供期間(弱い介入)と介入期間(強い介入)に

おいて改善傾向を解析した。情報提供期間・

介入期間はそれぞれ3ヶ月間（12週間）とし、

情報提供期間の弱い介入としては、動脈硬化

予防に関するパンフレットの配布と研究計

画について説明した。介入期間の強い介入方

法として 1 回/週の動脈硬化症に関する学習

と 200 日間記録可能な万歩計による運動療法

を中心とした動脈硬化予防プログラムを実

施した。また、遺伝子多型の同定に関しては、

介入開始時の検査での残存採血血液を用い

て行った。 

対象者を NOS 遺伝子多型（T-786C 遺伝子多

型）の-786C アレル保有群と-786C アレル非

保有群に分けて情報提供期間の弱い介入と

介入期間の強い介入の効果を比較検討した

が、大動脈脈波伝播速度の変化に関する効果

は-786C アレル保有群と-786C アレル非保有
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群の両群ともに情報提供（弱い介入）では有

意な改善は見られなかった。しかし、介入期

間の強い介入により-786C アレル非保有群で

のみ有意な改善傾向が認められた。-786C ア

レル保有者では介入による大動脈脈波伝播

速度改善効果が低い可能性が認められた。動

脈硬化症予防のために、-786C アレル保有者

に対してはより強力な介入の必要性が示唆

された。 

 

３．現在までの達成度 

 ②おおむね順調に進展している。 

 （理由） 

 事業所従事者の方々の協力と理解を得て、

おおむね計画どおりに対象者の参加を得て

いる。また、介入の実施も職場の健康管理室

を活用して行っている。ただ、高血圧症･高

脂血症･糖尿病などの治療を受けていない対

象者を選ぶことにやや困難な状況があるた

め、研究を継続して対象者を増やしている。 

 

４．今後の研究の推進方策 

(1) かなり濃密な介入を実施しているため

に一期間の介入対象者数に限界があるため、

今後も研究を継続して対象者数を増やした

いと考えている。 

(2) 介入後も 6 ヶ月間に亘って、経過を観

察しているが、リバウンドした対象者も存在

する。そのため、リバウンドの要因分析を実

施し、より有効な予防プログラム作成のため

の基礎資料を得たいと考えている。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に

は下線） 
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